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の誘発筋電図であるM波 (Magladery) 及び待髄反射性の Monosynaptic reflex によるH波 (Hoffmann




















は律動は消失する。 (b) 同様にクラーレ剤 (D-tubocurarine O. 3mgjkg) 股動肱内注入のときにもこの律
動が消失する。
7) 律動を促進させる様な手段として (a)神経切断後数ト時聞を経て頻回刺激を与えると，律動が10%以
上 (9 '"'-'12%) に増加し，また200%以上の高頻度刺激でも律動が認められる様になる。 (b)末梢神経幹に




9) H波の回復曲線を求めると，先行刺激が弱い場合は絶対不応期 ( 3 ,.." 4 msec) ，相対不応期 (4 ，..，， 9
msec) のあとに過常期が現われ，先行刺激が強い場合は，更に大きい促進効果が認められた。 しかも過常
期から次の低常期に移行するのが比較的遅くて，大体 70msec で最低を示している。
10) 排腹筋神経・筋標本につきM波の面復曲線を求めると， H 波とよく似た経過を示し，先行刺激が試験
刺激より強いときは過前期も大きし "'0 しかも低常期に移る時期は H波のそれよりやや早く，約50msecで、
最低を示す。尚頻凶刺激の場合を考慮して，先行刺激を 2 回入れて，第 1 刺激と第 2 刺激の間隔を変えた
















4) 刺激頻度が50--100%の場合にH波， M波で律動反応が生ずる理由の 1 つはH波， M波の興奮性回復
曲線からみて，刺激が過常期におちる如き刺激条件である。
-253 ー

























動は消失する口 (b) 同様にクラ{レ剤 (D-tubocurarine 0.3mgjkg) 股動脈内注入により不完全に伝達遮
断を行ったときも乙の律動が消失する。
7) 律動を促進させる手段として (a)神経切断後数十時間を経て頻回刺激を与えると，律動が10%以上(9
--12%) に増加し，また200%以上の高頻度刺激でも律動が認められる様になる。 (b) 末梢神経幹に tetanic
stimulation (500% ，十数秒)を与えた直後には一時的に律動の増加が認められる。
8) アセチ-}レヒヨリン或は抗ヒヨリンエステラーゼ剤(エゼリン， フロスチグミン)の股動脈内注射
(O.lmgjkg) により筋放電は一時的に減弱し， 張力も低下する。 乙の際律動は消失するが，刺激を強め
るときは反応は大きくなり，律動は出現する。
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9) H 波の凶復曲線を求めると， 先行刺激がせれ 1場合絶対不応期( 3 -."4 msec) ，柏対不応期 (4-"'9m
sec) のあとに過常期が現われ，先行刺激が強い場合は， 更に大きい促進効果が認められる。 しかも過常
期から次の低常期に移行するのが比較的遅くて，大体70msec で最低を示している。
10) 排腹筋神経・筋標本につきM波の回復曲線を求めると， H波とよく似た経過を示し，先行刺激が試験
刺激より強いときは過常期は大きし 1。頻回刺激の場合を考慮して，先行刺激を 2 回入れて，第 1 刺激と第









2) H 波， M波の反応リズムや回復曲線の類似から，神経筋接合部が筋電図振l悩，メカノグラム振幅の律
動に大きな役割を演じていると考えられしかも化学的伝搬機構に原因しているのであろう。




4) H波， M波の律動が生じやすい刺激頻度は50'""100%であるがH波， M波の興曾性回復曲線からみて，
この条件は刺激が過常期におちる如き刺激条件である。
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